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（特集━五）　三条西家の古典学―古今伝受と源氏伝受―

　

三
条
西
実
隆
は
歌
人
と
し
て
約
八
千
首
の
和
歌
を
収
め
る
歌
集『
雪
玉
集
』を
残
す
一
方
で
、
宗
祇
の
一
番
弟
子
と
し
て
古
今
伝
受
を
継

承
し
た
。
そ
し
て
在
位
中
の
天
皇
に『
古
今
和
歌
集
』講
釈
を
す
る
な
ど
歌
壇
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
古
今
伝
受
を
は
じ
め
と
す

る
実
隆
の
歌
学
は
公
条
、
そ
し
て
実
枝
へ
と
三
条
西
家
の
系
図
通
り
に
継
承
さ
れ
た
。

　

三
条
西
家
の
古
典
学
は
古
今
伝
受
に
限
ら
ず『
源
氏
物
語
』に
も
及
ぶ
。
藤
原
俊
成
が『
六
百
番
歌
合
』の
判
詞
で「
源
氏
見
ざ
る
歌
よ
み

は
遺
恨
の
事
な
り（
１
）」と
記
し
て
以
降
、
歌
人
に
と
っ
て『
源
氏
物
語
』を「
見
る
」こ
と
は
必
須
で
あ
っ
た
。
古
今
伝
受
ほ
ど
喧
伝
さ
れ
て
は

い
な
い
が
、
三
条
西
家
は『
源
氏
物
語
』の
解
釈
も
継
承
し
て
い
た
。
公
条
・
実
枝
が
継
承
し
た『
源
氏
物
語
』の
解
釈
は
中
院
通
勝
が
ま
と

め
た『
岷
江
入
楚
』に
よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
古
今
伝
受
・
源
氏
伝
受
の
両
面
か
ら
、
三
条
西
家
の
古
典
学
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

二
〇
一
九
年
度
文
芸
資
料
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
源
氏
物
語
、
伝
統
と
未
来
」

三
条
西
家
の
古
典
学
―
古
今
伝
受
と
源
氏
伝
受
―

小
髙
　
道
子



― 258 ―

　
　
　
　
一
　
三
条
西
家
の
古
今
伝
受

　

古
今
伝
受
と
は
、『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』（
一
九
五
〇
年　

養
徳
社
）が
記
す
通
り（
２
）師

弟
関
係
に
よ
っ
て『
古
今
和
歌
集
』の

解
釈
を
継
承
す
る
秘
伝
で
あ
っ
た
。
三
条
西
実
隆
が
宗
祇
か
ら
伝
受
し
た
古
今
伝
受
は
、
公
条
そ
し
て
実
枝
へ
と
三
条
西
家
の
系
図
通
り

に
継
承
さ
れ
た
。
三
条
西
実
隆
の
子
孫
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。   

・
三
条
西
実
隆（
さ
ね
た
か
）（
一
四
五
五
ー
一
五
三
七
）。
三
条
西
公
保
の
次
男
。
法
号
は
逍
遥
院
。

・
三
条
西
公
条（
き
ん
え
だ
）（
一
四
八
七
ー
一
五
六
三
）。
実
隆
の
次
男
。
法
号
は
称
名
院
。

・
三
条
西
実
枝（
さ
ね
き
）（
一
五
一
一
ー
一
五
七
九
）。
公
条
の
子
。
法
号
は
三
光
院
。

・
三
条
西
公
国（
き
ん
く
に
）（
一
五
五
六
ー
一
五
八
八
）。
実
枝
の
子
。
号
は
円
智
院
。

・
三
条
西
実
条（
さ
ね
え
だ
）（
一
五
七
五
ー
一
六
四
〇
）。
公
国
の
長
男
。
法
号
は
香
雲
院
。

　

と
こ
ろ
が
実
枝
が
六
十
歳
に
な
っ
た
元
亀
元
年（
一
五
七
〇
）に
公
国
は
わ
ず
か
十
五
歳
で
あ
り
、
実
枝
は
直
接
公
国
に
相
伝
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
実
枝
は
公
国
の
成
長
後
に
公
国
に
返
す
事
を
条
件
に
し
て
、
細
川
幽
斎
に
古
今
伝
受
を
相
伝
し
た
。
歌
学
界

最
奥
の
秘
伝
を
武
将
に
預
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は「
堂
上
公
家
の
悲
し
む
べ
き
無
能
さ
」が
、
市
古
貞
次
氏
な
ど
に
よ
り
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
確
実
に
三
条
西
家
に
戻
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
幽
斎
が
武
将
で
あ
り
歌
学
を
本
業
と
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
実

枝
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（特集━五）　三条西家の古典学―古今伝受と源氏伝受―

市
古
貞
次
氏「
細
川
幽
斎
試
論
」（『
白
百
合
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』二
・
一
九
五
六
年
）

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
重
大
な
最
後
の
も
の
を
、
幽
斎
と
い
う
一
介
の
武
人
に
し
か
伝
え
得
な
か
っ
た
堂
上
公
家
の
悲
し
む
べ
き
無
能
さ

が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。

伊
藤
敬
氏「
三
条
西
実
枝
評
伝
」（『
国
語
国
文
研
究
』三
九
・
一
九
六
八
年
）

（
相
伝
の
背
景
と
な
っ
た
実
枝
と
幽
斎
と
の
血
縁
関
係
を
考
証
し
て
）

古
今
伝
授
は
、
少
な
く
と
も
実
枝
・
幽
斎
間
に
あ
っ
て
は（
中
略
）精
密
に
考
究
さ
れ
る
べ
き
余
地
を
い
ま
だ
文
学
史
上
に
残
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

小
髙
道
子「
三
条
西
実
枝
の
古
今
伝
受
」（『
和
歌
文
学
論
集
』十　

風
間
書
房　

一
九
九
六
年
）

だ
が
、
逆
に
、
幽
斎
が
武
将
で
あ
り
歌
学
を
本
業
と
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
実
枝
は
幽
斎
を
選
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
歌
壇

で
活
躍
中
の
公
家
に
相
伝
す
れ
ば
、
古
今
伝
受
は
そ
の
家
の
秘
伝
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
武
将
で
あ
る
細
川
幽
斎
に
預
け

た
方
が
、
自
分
の
家
の
秘
伝
と
せ
ず
に
、
公
国
に
返
す
確
率
が
高
い
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
常
縁
か
ら
宗
祇
、
そ

し
て
三
条
西
実
隆
へ
と
、
そ
れ
ま
で
は
優
秀
な
門
弟
を
選
ん
で
相
伝
し
て
き
た
歌
学
界
最
奥
の
秘
伝
を
、
そ
の
能
力
に
か
か
わ
ら
ず

三
条
西
家
で
世
襲
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
古
今
伝
受
史
に
お
け
る
極
め
て
重
大
な
変
化
で
あ
る
。

　
　
　
　
二
　
実
枝
か
ら
幽
斎
へ
の
古
今
伝
受

　

実
枝
か
ら
細
川
幽
斎
へ
の
古
今
伝
受
は
、
元
亀
三
年（
一
五
七
二
）の
誓
状
提
出
に
始
ま
り
、
天
正
四
年（
一
五
七
六
）の
証
明
状
の
授
与

に
終
わ
っ
た
。
誓
状
提
出
と
い
う
が
、
そ
の
内
容
は
弟
子
が
勝
手
に
起
草
す
る
の
で
は
な
く
、
師
匠
が
指
示
し
た
文
章
を
、
弟
子
は
そ
の
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ま
ま
清
書
し
て
提
出
し
て
い
る（３）。
幽
斎
が
実
枝
に
提
出
し
た
誓
紙
の
内
容
を
実
隆
が
宗
祇
に
提
出
し
た
誓
紙
と
比
較
す
る
と
、
幽
斎
の
誓

状
が
繁
雑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
両
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誓
状
を
引
用
す
る
。

実
隆
の
誓
状（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』）

古
今
集
事
、
伝
受
之
説
々
更
以
不
可
有
聊
爾
候
儀
、
此
旨
私
曲
候
者
可
背
、
両
神
天
神
之
冥
助
者
也
、
仍
誓
状
如
件

幽
斎
の
誓
状（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

古
今
集
御
伝
受
之
事
、
二
条
流
正
嫡
流
為
請
御
説
之
上
者
、
永
如
親
子
不
可
存
疎
意
候
。
於
義
理
口
伝
故
実
、
他
言
口
外
之
儀
、
曽

以
不
可
在
之
候
、
又
与
他
流
令
混
乱
、
是
非
之
褒
貶
禁
制
之
段
、
如
道
之
法
度
存
其
旨
候
。
将
又
御
伝
受
之
後
、
不
蒙
免
許
者
、
聞

道
説
道
之
義
、
努
々
不
可
有
聊
爾
候
。
若
此
条
々
令
違
背
者
、
大
日
本
国
中
神
、
祖
神
并
天
満
天
神
、
梵
釈
、
四
王
、
殊
和
歌
両
神

之
冥
罰
忽
其
身
上
ニ
可
罷
蒙
者
也
。
仍
誓
状
如
件

　

実
隆
の
誓
状
が
伝
受
を
受
け
た
説
を
聊
爾
し
た
り
私
曲
し
た
り
し
な
い
こ
と
を
両
神
天
神
に
か
け
て
誓
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
幽
斎

の
誓
状
は
、
ま
ず
古
今
伝
受
を
受
け
た
以
上
は
永
く
親
子
の
如
き
も
の
で
あ
り
疎
意
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
誓
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
条

西
家
内
で
継
承
す
る
と
き
に
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
三
条
西
家
の
外
に
出
す
か
ら
こ
そ
付
け
加
え
ら
れ
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
伝
受
し
た
内
容
を
他
言
口
外
し
な
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
、「
他
流
」と「
混
乱
」す
る
こ
と
や「
是
非
之
褒
貶
」も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

実
枝
は
幽
斎
に
対
し
て
、
実
枝
か
ら
継
承
し
た
秘
伝
に
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
公
国
に
伝
え
る
こ
と
を
求
め
た
と
言

え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
誓
状
に
背
い
た
と
き
に「
冥
罰
」を
与
え
る
神
仏
の
数
も
増
え
て
い
る
。
実
枝
は
幽
斎
が
そ
の
ま
ま
公
国
に
返

す
事
を
期
待
し
て
、
こ
の
よ
う
に
誓
状
の
内
容
を
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
変
化
は
証
明
状
に
も
見
ら
れ
る
。
次
に
両
者
を
あ
げ
て
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お
く
。

実
隆
へ
の
証
明
状（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』）

古
今
集
之
事
／
以
相
伝
之
説
不
残
口
伝
所
奉
授　

侍
従
中
納
言
殿
也

幽
斎
へ
の
証
明
状（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

古
今
集
事
／
右
吾
道
之
好
士
藤
孝
長
岡
兵
部
大
輔
依
感
麟
角
之
志
、
不
愧
牛
毛
之
才
面
受
口
决
等
不
胎
秘
説
授
之
訖
、
抑
当
流
正
嫡

之
説
、
東
素
暹
伝
受
之
時
為
家
卿
奥
書
云
号
奥
書　

門
弟
之
中
第
一
之
由
被
載
之
、
天
下
之
眉
目
何
事
如
之
、
今
藤
孝
所
伝
亦
復
如

是
者
乎
、
雖
為
一
句
一
言
堅
禁
漏
脱
、
深
守
法
度
不
可
忽
之
而
已

　

実
隆
の
古
今
伝
受
を
継
承
し
幽
斎
に
預
け
る
実
枝
は
、
秘
伝
が
再
び
三
条
西
家
に
戻
る
よ
う
に
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
た
。
実
枝
は

幽
斎
へ
の
古
今
伝
受
終
了
後
、
三
年
も
経
た
な
い
天
正
七
年（
一
五
七
九
）正
月
二
十
四
日
に
病
没
し
た
。

　
　
　
　
三
　
幽
斎
か
ら
公
国
へ
の
返
し
伝
受
（
天
正
七
年
六
月
～
同
八
年
）

　

幽
斎
は
実
枝
と
の
約
束
を
忠
実
に
守
り
、
実
枝
の
死
後
半
年
も
経
た
な
い
天
正
七
年
六
月
十
七
日
に
公
国
に
古
今
伝
受
を
開
始
し
、
翌

天
正
八
年
七
月（
日
付
注
記
な
し
）に
終
了
し
た
。
そ
の
時
の
誓
状
と
証
明
状
は
智
仁
親
王
に
よ
り
書
写
さ
れ
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
。

誓
状
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古
今
集
事
、
伝
受
之
説
、
三
光
院
被
申
置
候
以
筋
目
、
更
不
可
有
聊
爾
之
儀
、
此
旨
私
曲
候
者
、
可
背　

両
神
天
神
冥
助
者
也
、
仍

誓
文
如
件

　
　

天
正
七
年
六
月
十
七
日

　
　
　
　

長
岡
殿

証
明
状

　
　
　
　

古
今
集
事

三
光
院
殿
当
流
相
承
説
之
事
、
対
本
家
可
還
申
之
由
、
任
御
遺
戒
、
不
胎
面
授
口
决
等
、
謹
奉
授
大
納
言
公
国
卿
訖

　

天
正
八
年
月
日（
４
）　　
　
　

兵
部
大
輔
源
藤
孝
判

　

誓
状
に
は「
三
光
院
被
申
置
候
以
筋
目
」、
証
明
状
に
は「
三
光
院
殿
当
流
相
承
説
之
事
」「
対
本
家
可
還
申
之
由
、
任
御
遺
戒
」と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
公
国
へ
の
古
今
伝
受
は
、
三
光
院
す
な
わ
ち
実
枝
の「
遺
戒
」に
従
っ
て
、「
本
家
」で
あ
る
三
条
西
家
に「
還
」す
た
め
に
行

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
誓
状
に
記
す
文
章
は
相
伝
す
る
側
が
準
備
し
て
弟
子
は
そ
の
ま
ま
清
書
し
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
章
は
、

実
枝
が
生
前
に
準
備
し
て
幽
斎
に
託
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
幽
斎
は
実
枝
の
遺
志
を
忠
実
に
守
り
、
公
国
に
古
今
伝
受
を
還
し
た
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
公
国
は
、
天
正
十
五
年
に
三
十
二
歳
の
若
さ
で
早
逝
し
た
。
幽
斎
は
再
び
三
条
西
家
の
古
今
伝
受
を
受
け
継
ぐ
唯
一
の
継
承

者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
公
国
に
古
今
伝
受
を
行
っ
た
後
、
幽
斎
は
実
枝
へ
の
誓
状
か
ら
解
放
さ
れ
て
、「
他
流
」の
古
今
伝
受
資
料
を
収

集
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は「
与
他
流
令
混
乱
」を
禁
じ
て
い
た
三
条
西
家
に
は
返
す
事
が
で
き
な
い
。
五
十
四
歳
に
な
っ
た
幽
斎
は
、

実
枝
か
ら
継
承
し
た
三
条
西
家
の
古
今
伝
受
と
、
自
ら
が
収
集
し
た「
他
流
」の
資
料
と
を
あ
わ
せ
て
伝
え
る
伝
受
者
を
求
め
て
い
た
。
そ
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こ
で
古
今
伝
受
を
相
伝
し
た
の
が
皇
弟
で
あ
る
智
仁
親
王
で
あ
る
。
幽
斎
が
智
仁
親
王
に
古
今
伝
受
を
伝
え
た
こ
と
に
よ
り
古
今
伝
受
は

三
条
西
家
か
ら
御
所
に
移
り
、「
御
所
伝
受
」と
し
て
幕
末
ま
で
御
所
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
述
べ
た
古
今
伝

受
の
道
統
を
図
示
し
て
お
こ
う
。

　
　

後
奈
良
天
皇

　
　正
親
町
天
皇

　
　後
陽
成
天
皇

　
　後
水
尾
天
皇

智
仁
親
王

細
川
幽
斎

東
常
縁

　
　宗
祇

　
　三
条
西
実
隆

　
　公
条

　
　実
枝

　
　公
国

　
　実
条

（  　
　　　　　　 ）

系図
道統
指導

　
　
　
　
　
四
　
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
の
古
今
伝
受
（
慶
長
五
年
〈
一
六
〇
〇
〉）

　

慶
長
五
年
三
月
十
九
日
、
智
仁
親
王
は
幽
斎
に
誓
状
を
提
出
し
て
、
こ
こ
に
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
の
古
今
伝
受
が
開
始
さ
れ
た
。
時

に
幽
斎
は
六
十
七
歳
、
智
仁
親
王
は
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
誓
状
を
提
出
し
た
日
か
ら
講
釈
が
開
始
さ
れ
た
。
講
釈
は「
古
今
和
歌
集
」と

い
う「
題
号
」の
講
釈
か
ら
始
ま
り
、
四
季
か
ら
羇
旅
ま
で
巻
の
順
に
行
わ
れ
、
巻
十「
物
名
」を
飛
ば
し
て
巻
十
一
恋
に
進
ん
だ
。
そ
の
ま

ま
故
実
通
り
に
講
釈
を
進
め
た
が
、
巻
十
九
雑
躰
、
巻
十
物
名
の
講
釈
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
幽
斎
は
講
釈
を
中
断
し
て「
参
陣
用
意
」の
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た
め
に
丹
後
に
帰
国
し
た
。
慶
長
五
年
と
い
え
ば
関
ケ
原
の
戦
が
起
き
た
年
で
あ
る
。
家
督
を
忠
興
に
譲
っ
た
と
は
い
え
、
幽
斎
は
武
将

と
し
て
忠
興
が
出
陣
し
た
後
を
守
っ
て
い
た
。
古
今
伝
受
の
途
中
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
留
守
を
守
る
幽
斎
の
も
と
を
公
家
が
訪

れ
て
、
連
歌
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
幽
斎
は
田
辺
城
を
石
田
三
成
方
の
軍
に
囲
ま
れ
籠
城
す
る
。
武
将
と
し
て
戦
に

臨
ん
で
い
る
幽
斎
に
対
し
て
、
京
都
で
は
幽
斎
を
案
じ
る
公
家
に
よ
り
幽
斎
救
出
の
動
き
が
進
ん
で
い
た
。
死
を
覚
悟
し
た
幽
斎
は
、
講

釈
の
途
中
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
智
仁
親
王
に
古
今
伝
受
の
相
伝
終
了
を
示
す
証
明
状
を
送
り
、
形
式
的
に
は
智
仁
親
王
に
古
今
伝

受
が
終
了
し
た
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
の
相
伝
終
了
を
示
す
証
明
状
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
。    

幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
の
相
伝
証
明
状（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

古
今
集
事
／
三
光
院
当
流
相
承
之
事
、
不
胎
面
受
口
決
等
謹
而
奉
授　

八
条
宮
訖

　

慶
長
五
年
七
月
廿
九
日　
　
　

玄
旨（
花
押
）

講
釈
の
途
中
で
あ
り
、
切
紙
等
の
秘
説
も
伝
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
不
胎
面
受
口
決
等
」す
な
わ
ち「
面
受
口
決
等
」を
残
ら
ず

相
伝
し
た
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
籠
城
中
と
い
う
緊
急
事
態
と
は
い
え
、
講
釈
の
途
中
で
証
明
状
を
与
え
、
古
今
伝
受
が
す
べ
て
終
了

し
た
こ
と
に
し
た
の
は
、
古
今
伝
受
史
に
お
け
る
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
田
辺
城
は
後
陽
成
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
開
城
さ

れ
た
。
武
将
の
戦
が
勅
命
に
よ
り
左
右
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
的
に
も
重
大
な
出
来
事
と
言
え
よ
う
。

　

幽
斎
の
戦
が
終
わ
る
と
智
仁
親
王
は
古
今
伝
受
資
料
の
書
写
収
集
を
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
書
写
収
集
活
動
に
よ
り
、
智
仁

親
王
は
幽
斎
の
古
今
伝
受
を
名
実
と
も
に
継
承
し
た
。
書
写
校
合
が
一
段
落
し
た
慶
長
七
年
九
月
七
日
、
智
仁
親
王
は
幽
斎
と
三
条
西
家

に
礼
を
し
て
い
る（『
智
仁
親
王
御
記
』）。
幽
斎
が
与
え
た
証
明
状
に「
三
光
院
当
流
相
承
之
事
」と
あ
る
よ
う
に
、
幽
斎
が
智
仁
親
王
に
伝
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え
た
古
今
伝
受
は
、
三
光
院（
実
枝
）か
ら
受
け
た
古
今
伝
受
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
智
仁
親
王
は
幽
斎
と
と
も
に
三
条
西
家
に
礼
を
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
礼
が
終
わ
っ
た
後
、
古
今
伝
受
は
三
条
西
家
の
秘
伝
か
ら
御
所
の
秘
伝
と
な
る
。
寛
永
二
年（
一
六
二
五
）、
智
仁
親

王
は
後
水
尾
天
皇
に
古
今
伝
受
を
伝
え
た
。在
位
中
の
天
皇
が
継
承
す
る
こ
と
に
よ
り
古
今
伝
受
の
中
心
は
三
条
西
家
か
ら
御
所
へ
移
り
、

以
後
、
古
今
伝
受
は
御
所
伝
受
と
し
て
幕
末
ま
で
御
所
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
。

　
　
　
　
五
　
源
氏
物
語
と
和
歌

　

藤
原
俊
成
が『
六
百
番
歌
合
』の
判
詞
で「
源
氏
見
ざ
る
歌
よ
み
は
遺
恨
の
事
な
り
」と
記
し
て
か
ら
、
和
歌
を
詠
む
た
め
に
は『
源
氏
物

語
』
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
部
分
を
検
討
し
て
み
よ
う
。（ 

引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
私
に
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
を
付
し
、
改
行
を
加
え
る
）。

（
冬
上
）十
三
番　

枯
野　

左
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房

五
〇
五
見
し
あ
き
を
な
に
に
の
こ
さ
む
く
さ
の
は
ら
ひ
と
へ
に
か
は
る
野
辺
の
気
色
に                     　
　
　
　

右　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
信

五
〇
六
し
も
が
れ
の
野
べ
の
あ
は
れ
を
見
ぬ
人
や
秋
の
色
に
は
こ
こ
ろ
と
め
け
む

右
方
申
云
、
く
さ
の
は
ら
き
き
よ
か
ら
ず
、
左
方
申
云
、
右
歌
ふ
る
め
か
し

判
云
、
左
、

Ａ
な
に
に
の
こ
さ
ん
く
さ
の
は
ら
と
い
へ
る
、
え
ん
に
こ
そ
侍
る
め
れ
、
右
方
人
草
の
原
難
申
之
条
、
尤
う
た
た
あ
る
事
に
や
、
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Ｂ
紫
式
部
歌
よ
み
の
程
よ
り
も
物
か
く
筆
は
殊
勝
な
り
、

Ｃ
そ
の
う
へ
花
宴
の
巻
は
こ
と
に
え
ん
な
る
物
な
り

Ｄ
源
氏
見
ざ
る
歌
よ
み
は
遺
恨
の
事
な
り
、
右
、
心
詞
あ
し
く
は
見
え
ざ
る
に
や
、
但
、
常
の
体
な
る
べ
し
、
左
歌
宜
し
、
勝
と
申

す
べ
し 

　

二
条
流
の
歌
人
・
歌
学
者
に
と
っ
て
俊
成
・
定
家
・
為
家
の
言
葉
は
極
め
て
重
い
規
範
で
あ
っ
た
。
三
人
の
選
ん
だ『
千
載
和
歌
集
』『
新

勅
撰
和
歌
集
』『
続
後
撰
和
歌
集
』は
家
の
三
代
集
と
し
て
重
視
さ
れ
、『
六
百
番
歌
合
』を
は
じ
め
と
す
る
判
詞
に
記
さ
れ
た
言
葉
は
規
範

と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
俊
成
の
こ
の
言
葉
も
、
歌
人
と
し
て
ど
の
よ
う
に
源
氏
物
語
を
学
び
、
詠
歌
に
活
か
す
か
、
と
い
う
視
点
で
歌
学

者
に
よ
り
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
判
詞
に
つ
い
て
、
伊
井
春
樹
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

俊
成
は「
草
の
原
」の
こ
と
ば
の
背
後
に
花
宴
巻
を
連
想
し
、
艶
な
る
内
容
と
し
て
受
容
し
て
い
る
。
つ
ま
り
俊
成
の
想
念
に
は
光
源

氏
と
朧
月
夜
に
よ
る
情
趣
的
な
場
面
が
展
開
し
て
感
興
を
催
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
良
経
の
歌
は
優
美
な
る
姿
を
持
っ
て
い
る

と
高
く
評
価
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
俊
成
の
よ
う
に
こ
の
歌
を
味
わ
お
う
と
す
る
と
、
源
氏
物
語
の
美
的
情

趣
を
持
た
な
け
れ
ば
お
よ
そ
鑑
賞
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

            　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』〈
一
九
八
〇　

桜
楓
社
〉）

　

こ
の
伊
井
氏
の
解
説
に
あ
る
「
情
趣
的
な
場
面
」
の
語
は
、
そ
の
後
の
源
氏
物
語
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
三
条
西
家
の
注
釈
で
は
、
俊
成
の
言
う「
艶
」を
歌
学
用
語
の
艶
と
解
釈
し
、
俊
成
の
判
詞
を
念
頭
に
お
い
て
花
宴
巻
を
解
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釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
三
条
西
家
の
源
氏
物
語
解
釈
は
、中
院
通
勝
に
よ
り
整
理
さ
れ
、『
岷
江
入
楚
』に
ま
と
め
ら
れ
た
。
同
書
で「
秘
」

と
し
て
記
さ
れ
た
の
が
三
条
西
公
条
説
で
あ
り
、「
箋
」と
し
て
記
さ
れ
た
の
が
三
条
西
実
枝
説
で
あ
る
。
次
に
俊
成
の
判
詞
に
関
わ
る
部

分
に
つ
い
て
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
の
解
説
・
口
語
訳
と『
岷
江
入
楚
』と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
の
口
語
訳
と
三
条
西
家
の

解
釈
と
を
比
較
検
討
し
た
い
。『
岷
江
入
楚
』
の
引
用
は
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
に
よ
り
、
源
氏
物
語
古
注
集
成
の
番
号
で
項
目
を
示
す
。

論
述
の
都
合
上
、
引
用
箇
所
に
私
に
番
号
を
付
し
、
古
注
集
成
の
番
号
を（
）内
に
記
し
た
。

　
　

１　

 

Ａ　
「
く
さ
の
は
ら
」に
つ
い
て　

―
朧
月
夜
の
和
歌
に
対
す
る
評
価
―

〇（
七
二
）　

う
き
身
よ
に
や
か
て
消
な
は
た
つ
ね
て
も
草
の
は
ら
を
は
と
は
し
と
や
お
も
ふ

　
　

と
言
ふ
さ
ま
、
艶
に
な
ま
め
き
た
り　

・
新
日
本
古
典
文
学
全
集『
源
氏
物
語
』（
以
下「
全
集
」と
略
す
）解
説

私
が
こ
の
世
か
ら
消
え
た
と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
私
の
名
を
知
ら
ぬ
か
ら
と
て
、「
草
の
原
」（
死
後
の
魂
の
あ
り
か
）
を
尋
ね
な
い

つ
も
り
か
、
と
問
う
歌
。
源
氏
が
執
拗
に
名
を
問
う
の
に
応
じ
た
歌
だ
が
、
贈
答
歌
と
し
て
は
、
異
例
に
も
女
の
方
か
ら
詠
み
か
け

た
贈
歌
。
男
に
心
を
傾
け
て
し
ま
っ
た
女
の
、
相
手
の
情
愛
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
表
現
。
源
氏
に
心
ひ
か
れ
る
気
持
が
、
優
艷
な

表
情
と
し
て
表
れ
出
る
趣
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「
源
氏
に
心
ひ
か
れ
る
」朧
月
夜
が「
贈
答
歌
と
し
て
は
、
異
例
に
も
女
の
方
か
ら
詠
み
か
け
た
贈
歌
」で
あ
り
、「
相
手
」す
な
わ
ち
源
氏「
の

情
愛
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
」和
歌
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て『
岷
江
入
楚
』は
、「
し
き
り
に
名
を
尋
」ね
る
こ
と
か
ら「
志
」

が「
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
」こ
と
が「
し
ら
れ
た
る
」と
い
う
。
な
ぜ
な
ら「
真
実
の
志
な
ら
は
な
き
跡
ま
て
も
尋
ら
る
へ
き
」で
あ
る
か
ら
、と
い
う
。

そ
し
て
、
名
を
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
切
返
し
た
こ
の
和
歌
を「
名
答
の
作
者
也
」と
記
し
て
い
る
。

弄　

此
ま
ゝ
は
か
な
く
消
な
は
草
の
原
ま
て
も
尋
給
へ
き
事
な
る
に
名
の
り
し
給
へ
と
あ
る
は
な
の
ら
す
は
た
つ
ね
給
ま
し
き
に
や

と
か
こ
ち
た
る
哥
也　

秘
同　

箋
曰
し
き
り
に
名
を
尋
ら
る
ゝ
に
て
志
の
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
は
し
ら
れ
た
る
也　

其
ゆ
へ
は
真
実
の
志
な
ら
は
な
き
跡
ま
て
も
尋
ら
る
へ

き
也　

今
に
か
き
る
へ
き
こ
と
か
は
と
也　

名
答
の
作
者
也　

な
の
ら
す
は
尋
給
ま
し
き
か
と
恨
た
る
也
河　

弄
秘
箋
大
略
同
し
義

也

〇（
一
八
五
）心
い
る
か
た
な
ら
ま
せ
は
弓
は
り
の
月
な
き
空
に
ま
よ
は
ま
し
や
は

　
『
岷
江
入
楚
』は
、
一
八
五
の
和
歌
も
、「
草
の
原
」の
和
歌
と
同
様
に
、
こ
う
し
た
源
氏
の「
志
」に
対
す
る
不
審
を
切
返
し
た
和
歌
で
あ

る
と
解
釈
し
た
。
そ
し
て「
朧
は
天
性
哥
よ
み
也
」と
朧
月
夜
の
和
歌
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

河　
（
略
）

花　

比
は
や
よ
ひ
の
廿
日
あ
ま
り
な
れ
は
や
う    

  

弓
は
り
の
月
に
な
る
比
也　

ま
よ
ふ
と
い
ふ
は
心
に
い
ら
ぬ
故
に
こ
そ
あ
れ
と

源
の
哥
の
中
の
五
文
字
に
か
ゝ
り
た
る
返
哥
也　

弄
同
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秘　

ふ
か
く
心
に
入
た
る
事
な
ら
は
た
つ
ね
ま
と
は
さ
ら
ま
し
と
也　

前
の
哥
の
ま
と
ふ
月
と
い
ふ
に
か
ゝ
り
た
る
返
哥
也　

朧
は

天
性
哥
よ
み
也　

弄
同

聞
書　

此
中
の
五
文
字
に
か
ゝ
り
た
る
と
か
め
や
う
前
の
草
の
原
も
同
し
様
也　

面
白
也

箋
曰　

真
実
心
に
い
る
事
な
ら
は
た
と
る
義
は
有
ま
し
き
也　

源
の
ま
と
ふ
哉
と
あ
る
を
と
か
め
て
ま
と
ふ
と
あ
る
は
う
は
の
空
な

る
心
か
ら
と
也　

比
は
廿
日
あ
ま
り
下
弦
の
月
也

「
草
の
原
」は
、「
死
後
の
魂
の
あ
り
か
」（
全
集
注
）と
い
う
意
味
か
ら
離
れ
て
、
源
氏
の
言
葉
を
と
ら
え
て
切
返
し
た「
草
の
原
」を
含
む

和
歌
を
指
す
言
葉
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
八
七
の
注
で
は
花
鳥
余
情
の「
草
の
原
を
は
と
は
し
と
や
思
ふ
と
い
ひ
し
其
人
」と
い
う
表
現
を

引
用
し
て
い
る
。

　
　

２　

Ｂ　

紫
式
部
歌
よ
み
の
程
よ
り
も
物
か
く
筆
は
殊
勝
な
り　

―
本
歌
の
取
り
方
―

　

朧
月
夜
の
和
歌
に
限
ら
ず
花
宴
巻
に
は
、『
岷
江
入
楚
』が
高
く
評
価
す
る
和
歌
が
多
い
が
、
和
歌
で
は
な
い
本
文
に
つ
い
て
も
高
く
評

価
し
た
項
目
が
見
ら
れ
る
。

〇（
一
四
九
）外
の
散
り
な
む
と
や
を
し
へ
ら
れ
た
り
け
ん

花　

古
今
哥
に
外
の
散
り
な
ん
後
そ
さ
か
ま
し
と
よ
め
る
は
花
に
い
ひ
を
し
へ
た
る
心
な
れ
は
哥
の
詞
に
な
き
事
を
も
心
を
と
り
て

か
く
の
こ
と
く
か
け
る
也　

定
家
卿
の
哥
は
お
ほ
く
は
此
物
語
よ
り
出
た
り
と
み
え
侍
り　

い
こ
ま
山
い
さ
む
る
花
に
み
る
雲
の
う

き
て
思
ひ
の
た
ゆ
る
日
も
な
し　

と
よ
め
る
は
本
哥
の
雲
な
か
く
し
そ
と
い
へ
る
は
雲
を
い
さ
め
た
る
心
な
れ
は
や
か
て
心
を
と
り

て
い
さ
む
る
花
と
よ
み
侍
る
也　

こ
ゝ
の
詞
に
相
似
た
る
や
う
な
れ
は
よ
り
も
つ
か
ぬ
事
な
れ
と
筆
の
次
に
申
侍
る
也　

大
か
た
源
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氏
な
と
を
一
見
す
る
は
哥
な
と
に
よ
ま
む
為
也　

よ
ま
む
に
と
り
て
は
本
哥
本
説
を
用
へ
き
や
う
を
し
ら
す
し
て
は
い
か
ゝ
と
思
ひ

給
へ
侍
れ
は
い
と
き
な
き
人
の
為
に
し
る
し
つ
け
侍
る
也

箋
曰　

み
る
人
も
な
き
山
里
の
桜
は
な
外
の
散
り
な
む
後
そ
さ
か
ま
し　

後
そ
さ
か
ま
し
と
い
ふ
は
花
に
い
ひ
教
た
る
と
云
義
に
て

を
さ
へ
て
書
也　

定
家
卿
い
駒
山
い
さ
む
る
峯
に
―
―
雲
な
か
く
し
そ
と
云
は
い
さ
め
た
る
心
な
れ
は
如
此
用
る
也　

此
哥
の
取
や

う
外
の
ち
り
な
ん
の
引
哥
を
手
本
と
取
や
う
也　

已
上
花　

已
上
箋　

秘
面
白
き
書
様
也　

古
今
の
本
哥
に
後
そ
さ
か
ま
し
と
を
し
へ
た
る
を
も
て
書
た
る
詞
也　

花
鳥
に
み
え
た
り　

弄
同　

私
云　

此
取
や
う
尤
絶{
妙
の
事
と
そ　

心
を
付
へ
し}

（{　

}

内
異
同
有
り
）

　

こ
の「
外
の
散
り
な
む
と
や
を
し
へ
ら
れ
た
り
け
ん
」と
い
う
表
現
は
、『
古
今
和
歌
集
』の「
見
る
人
も
な
き
山
里
の
桜
花
ほ
か
の
散
り

な
む
の
ち
ぞ
咲
か
ま
し
」を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
古
今
集
』の
和
歌
に
は「
を
し
へ
」と
い
う
言
葉
は
な
い
。
教
え
る
と
い
う
言

葉
は
用
い
て
い
な
い
が
、「
花
に
い
ひ
を
し
へ
た
る
心
」
で
あ
る
の
で
、「
哥
の
詞
に
な
き
事
を
も
心
を
と
り
て
か
く
の
こ
と
く
か
け
る
」

と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
、
本
歌
と
す
る
和
歌
の
言
葉
に
は
な
い
言
葉
を
、
和
歌
の
意
味
を
用
い
て
詠
む
こ
と
の
例
と
し
て
定
家

の「
い
こ
ま
山
い
さ
む
る
み
ね
に
ゐ
る
雲
の
う
き
て
思
ひ
は
き
ゆ
る
日
も
な
し
」（『
拾
遺
愚
草
』二
〇
四
六
）を
挙
げ
る
。
こ
の
歌
の
本
歌

と
な
っ
た『
伊
勢
物
語
』二
十
三
段
の
和
歌「
君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
居
ら
む
生
駒
山
雲
な
か
く
し
そ
雨
は
降
る
と
も
」（『
新
古
今
和
歌
集
』

一
三
六
九
）に
は「
い
さ
む
る
」と
い
う
言
葉
は
な
い
が
、「
雲
な
か
く
し
そ
」と
い
う
の
は「
雲
を
い
さ
め
」た「
心
」で
あ
る
の
で
、「
い
さ
む

る
花
」と
詠
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。そ
し
て
、定
家
の
和
歌
の
多
く
は「
此
物
語
」す
な
わ
ち
源
氏
物
語「
よ
り
」出
た
と
い
う
。『
源
氏
物
語
』

な
ど
を
一
見
す
る
の
は
歌
な
ど
に
詠
む
た
め
で
あ
り
、
詠
む
た
め
に
は
本
歌
本
説
の
用
い
方
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
書
き
付

け
た
と『
花
鳥
余
情
』は
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
様
な
歌
の
取
り
方
は
、「
外
の
ち
り
な
ん
」と
記
し
た
こ
の『
源
氏
物
語
』の
本
文
を「
手
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（特集━五）　三条西家の古典学―古今伝受と源氏伝受―

本
」と
し
て
い
る
と
、「
花
」「
箋
」が
記
し
て
い
る
と
岷
江
入
楚
は
記
し
て
い
る
。
本
歌
の
取
り
方
に
つ
い
て
は
、『
花
鳥
余
情
』が
詳
し
く

説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
実
枝
も
継
承
し
て
い
る
。
歌
人
に
と
っ
て
本
歌
の
取
り
方
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
注
か
ら
、『
花

鳥
余
情
』を
継
承
し
た
三
条
西
家
の
歌
学
者
は
、
詠
歌
の
参
考
に
す
る
た
め
に『
源
氏
物
語
』を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

３　

そ
の
他

〇（
六
七
）「
程
な
く
明
ゆ
く
」の
注

　　

源
氏
が
朧
月
夜
と
会
い
、
和
歌
の
贈
答
を
し
た
後
で
、『
源
氏
物
語
』は「
ほ
ど
な
く
明
け
ゆ
け
ば
、
心
あ
は
た
た
し
」と
記
す
。
こ
の「
ほ

ど
な
く
明
け
ゆ
け
ば
」に
つ
い
て『
全
集
』は「
官
能
の
時
間
が
一
瞬
の
う
ち
に
過
ぎ
去
る
」と
注
を
付
す
。
源
氏
が
朧
月
夜
と
と
も
に
時
を

過
ご
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の「
官
能
の
時
間
が
」「
一
瞬
の
う
ち
に
過
ぎ
去
」り
、「
ほ
ど
な
く
明
け
ゆ
」く
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
に
対
し
て『
岷
江
入
楚
』は「
春
の
み
し
か
よ
の
ふ
け
た
る
さ
ま
思
ふ
へ
し
」と
春
の
夜
が
短
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
和
歌
の
世
界
で

は
、
秋
の
夜
は
長
く
、
春
の
夜
は
短
い
も
の
と
わ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』が「
ほ
ど
な
く
明
け
ゆ
け
ば
」と
記
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
春

の
夜
だ
か
ら
短
く
、「
ほ
ど
な
く
明
け
ゆ
」く
と
注
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
注
釈
の
違
い
か
ら
も
、
三
条
西
家
の
注
釈
の
特
徴
を
う

か
が
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
三
条
西
家
の
歌
人
は
、
俊
成
の
言
葉
に
従
い
、
詠
歌
の
た
め
に
源
氏
物
語
を
学
ん
だ
。
三
条
西
家
の
家
学
の

中
心
は
詠
歌
・
歌
学
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

三
条
西
家
で
継
承
さ
れ
た
歌
学
は
、
公
国
・
実
条
と
二
代
続
け
て
三
条
西
家
内
で
継
承
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
智
仁
親
王
か
ら
後
水
尾

天
皇
に
相
伝
さ
れ
て
御
所
伝
受
と
し
て
御
所
で
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
歌
会
始
な
ど
の
宮
廷
和
歌
は
、
古
典
和
歌
で
は
な
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く
現
代
短
歌
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
三
条
西
家
の
御
当
主
に
は
、
三
条
西
家
中
興
の
祖
と
し
て
、
三
条
西
家

の
歌
学
を
再
興
し
て
下
さ
る
事
を
願
っ
て
、
本
報
告
を
閉
じ
た
い
。

注（
１
） 

引
用
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。

（
２
） 『
図
書
寮
典
籍
解
題
続
文
学
篇
』は
次
の
よ
う
に
い
う
。

 

古
今
伝
受
は
師
か
ら
古
今
和
歌
集
に
つ
い
て
の
講
釈
解
読
を
う
け
つ
ぐ
伝
承
形
式
で
あ
る
。
随
っ
て
授
け
る
相
伝
と
受
け
る
伝
受
と
の
二
要
素

が
必
ず
存
し
、
こ
の
両
者
は
明
ら
か
に
区
別
せ
ら
れ
た
。

（
３
） 

三
条
西
実
枝
の
古
今
伝
受
の
他
、
細
川
幽
斎
の
古
今
伝
受
に
つ
い
て
は「
細
川
幽
斎
の
古
今
伝
受
」（『
国
語
と
国
文
学
』一
九
八
〇
年
八
月
号
）、

「
関
ケ
原
の
戦
と
古
今
伝
受
」（『
国
語
と
国
文
学
』一
九
八
一
年
十
一
月
号
）、
返
し
伝
受
に
つ
い
て
は「
二
つ
の
返
し
伝
受
」（『
梅
花
短
大
国
語

国
文
』一
九
八
九
）、
源
氏
物
語
と
和
歌
に
つ
い
て
は「『
源
氏
物
語
』と
和
歌
」（『
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
論
叢
』二
〇
一
三
・
九
）、「
歌
よ
み

と
源
氏
物
語
」（『
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
』二
〇
一
六
・
三
）な
ど
で
論
じ
た
。
本
稿
は
、
論
述
の
都
合
上
、
こ
れ
ら
と
重
複
す
る
。

（
４
） 

年
月
の
注
記
の
み
で
、「
日
」を
示
す
数
字
を
欠
く
。

付
記

本
稿
は
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
源
氏
物
語
、
伝
統
と
未
来
」に
お
け
る
報
告
を
も
と
に
記
し
た
も
の
で
す
。
御
高

配
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


